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NETIS登録番号 ＱＳ-200028-Ａ 

技術名称 土石流検知アラートシステム 担当部署
情報システム事業本部
情報システム事業部　防災情報システム部

担当者 望月　優生

社名等 いであ株式会社 電話番号 03-6328-5823

技術の概要

３．技術の効果

技 術 概 要　

①急激に流下する土石流映像をもとに瞬時に土石流を検知できます
②非接触による検知技術のため何度も繰り返して検知することができます
③検知の瞬間を静止画像でアラートメールで配信するとともに、土石流発生前後の映像保存が可能となり
ます

４．技術の適用範囲

①適用可能な範囲
・渓流全般（カメラ持込みおよび設置が可能な場所、CCTV等の利用も可能）です
・カメラの環境条件は、ポール等で固定してカメラ画素数は30万画素以上を推奨とします
・構造物（砂防堰堤等）とカメラまでの距離は100m程度を推奨とします
・構造物を流下する水面が視認できるが獲（構造物を正面から撮影する画角）を推奨とします
②特に効果の高い適用範囲
・渓流等に設置された砂防堰堤を正面方向から撮影すれば高精度な発生検知が可能となります
・砂防工事における上流部での土石流を検知します
・土石流発生時に記録した映像により、詳細な発生時刻と状況を再現することが可能となります

５．活用実績

国の機関　３件　（九州　０件、　九州以外　３件）
自治体　０件　（九州　０件、　九州以外　０件）
民間　１件　（九州　１件、　九州以外　０件）

１．技術開発の背景及び契機

　近年では毎年のように発生する土砂災害により、人命被害や家屋流失等が頻発しています。土石流発生
検知技術として、既にワイヤーセンサーや衝撃センサー等は整備されていますが、ワイヤーセンサーは一
度切断された場合に再度張り直す必要があり、衝撃センサーは落石等で誤検知が発生しやすい等の課題
があります。また接触型のセンサーは、土砂による破損や埋没等によりセンサー自体が機能しないことが
あります。
　全国の渓流や砂防堰堤等にはCCTVカメラが多数整備されており、これらのCCTV画像を自動解析し有効
活用できれば監視体制の一層の向上が期待できます。本システムは、CCTVカメラ等のカメラ映像を活用し
た画像解析により土石流発生を非接触で瞬時かつ的確に検知する仕組みを開発し、危機管理体制の強化
に資するシステムをご提供いたします。

２．技術の内容

　本システムは、画像解析技術（ＰＩＶ手法）を利用した土石流をリアルタイムに検知することが可能システム
です。　ここでの画像解析では、流体の流れが一定の移動量が検知された状態（継続ベクトル）を一定時間
検知されることで土石流と判断するため、渓流保全工や砂防堰堤等を流下する急激な土石流の流れを瞬
時かつ自動で検出することが可能となります。（特許第6632757号　環境異常検知装置）
　また、土石流検知を行った場合は、迅速に関係者へ画像付きアラートメールを送信するため、離れた場
所でも確実に土石流発生状況を確認することができます。
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写真・図・表

PIV⼿法で流れのベクトルが下⽅向に継続して検出される箇所を検知します。
 ⼀定量の移動量が検知された状態（継続ベクトル）を⼀定時間検知することで、⼟⽯流と判断します。
（例：数秒間継続して下⽅向のベクトルを検知した場合、⼟⽯流とします。）

 ⾬滴や異物が画⾯内に⼀時的に⼊る場合は、⼟⽯流として検知しません。

検知枠

流れのベクトル

PIV⼿法により砂防堰堤を流下する
⼟⽯流の流れのみを検出します
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技術名称 ウォーターカッター 担当部署 アオイ化学工業㈱　開発部

NETIS登録番号  KK-180012-VR 担当者 武延 芳治

社名等 アオイ化学工業㈱ 電話番号 082-877-1341

技術の概要

国の機関　　 38件　（九州　6件　、九州以外　32件　）　
自治体　　　208件　（九州　48件　、九州以外　160件　）　
民　 間　　　　16件　（九州　　0件　、九州以外　16件　）　

　本製品は、耐候性の良いＥＰＤＭゴムを採用しており、長期間にわたって雨水等の侵入を阻止します。
　また、柔軟性がありますので、施工面の凹凸に追従し、水みちを防ぎます。
　接着剤は、1液性のエポキシ接着剤を使用しておりますので、長期的に接着を有します。
　また非常に軽い発泡体で出来ておりますので、橋梁端部設置後に落下した際の第三者被害の可能性
も少なくなります。

４．技術の適用範囲

適用範囲としては、
・コンクリート構造物で水を回したくない所
・橋梁桁端部の水切り部に
となります。
※ただし、外気温が5度以上かつ湿度85%以下の範囲での施工条件となり、降雨・降雪時は適用外となり
ます。

２．技術の内容

５．活用実績

　近年橋梁桁端部に雨水等で水が浸透し、鉄筋が腐食・膨張が生じコンクリートが剥落する現象が多く
見られてきています。元々は、切欠きにより水切り部を設けておりましたが、鉄筋のかぶり不足により、
腐食しやすい状況となっておりました。
　本製品は橋梁補修工事時に橋梁の長寿命化を目指し端部に設置、裏面への水の回り込みを予防す
る水切り材です。本製品では、耐候性に優れ、非常に軽いEPDMゴム発泡体を使用することにより、長期
的に水の浸透を防止します。

　ウォーターカッターは、EPDMゴム発泡体を押し出し成型により方向性の無い製品としております。
　また、同梱されている専用の取付け治具と１液型接着剤(エポボンド1CH)で接着させるだけの簡単施工
となっております。
　ウォーターカッターには、設置後の落下が起きないように接着面に引っ掛かりを生じさせる凹みを施し
てあり、非常に軽量なため落下のリスクが大きく低減をしております。
　専用の治具は、そのまま取付ける際にも使用が出来、軽量である為施工的にともなう負担が少なく
なっておりますので、どなたでも施工でいる製品となっています。

１．技術開発の背景及び契機

技 術 概 要 書　

３．技術の効果
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６．写真・図・表
　　<設置状況>

　　<用途>

　<本製品特長>
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担当部署 事業本部　技術営業部

担当者 池田　淳

NETIS登録番号 KT-220070-A 電話番号 03-5645-5062

会社名等 日特建設株式会社 MAIL mag@nittoc.co.jp

技術の概要

　建設業はICTを活用した生産性の向上が求められているなか、依然としてのり面吹付

作業の生産性向上は進んでおりません。その理由の一つに、のり面吹付工は人力で行わ

れており、機械化が進んでいないことが挙げられます。

　当工法は、吹付アタッチメントとバックホウを用いたロボット施工により、大幅な生産性の

向上が期待できるモルタル吹付工法です。従来の人力による吹付作業と比較し、大幅な

工期短縮と省力化・省人化を図ることができます（図-1，2）。

　また、LiDARを用いたのり面施工支援システムを使用することで、リアルタイムでの吹付

厚計測が可能です（図-3）。

３．技術の効果

・大容量コンクリートポンプを使用することで、人力施工の約3～5倍の吹付施工能力となり

40～70％の工期短縮を実現できます。

・機械化とICTを用いた集中操作で、吹付中の施工人員は3～4人となります。工期短縮の

効果も相まって、50～80％の省人化が実現されます。

・人力による吹付作業がゼロとなり、吹付作業の省力化、安全性の向上が図れます。

４．技術の適用範囲

・直高：約17ｍ以下

・のり面勾配：直高が8ｍ以上の場合は、45°以上90°以下

　　　　　 直高が8ｍ未満の場合は、90°以下

・吹付ロボットの設置個所よりも上にあるのり面

　特にモルタル施工数量が350m
3
以上ある現場、繊維補強モルタルを使用して金網張り工を

国の機関　1件（九州以外）

NEXCO　1件（九州以外）

民間　1件（九州）

１．技術開発の背景及び契機

技 術 概 要　

スロープセイバー技術名称

５．活用実績（2022年8月31日現在）　3件

省略する現場、水抜きパイプが必要ない現場に高い適用効果を発揮します。

２．技術の内容
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６．写真・図・表

図‐1 イメージ図

図‐2 モルタル吹付状況
図‐3 LiDARでの吹付厚計測
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技術概要 
 

 

技術名称 
JWMシステム 

（Jet Wave Monitoring System） 

担当部署 技術営業部 

担当者 島野 嵐 

NETIS登録番号 KT-220004-A 電話番号 03-5825-3704 

社名等 三信建設工業株式会社 MAIL a-shimano@sanshin-corp.co.jp 

技術の概要 １．技術開発の背景及び契機 

高圧噴射攪拌工法は，噴射ロッドの先端より硬化材と圧縮空気を水平方向に噴射・回転さ
せることにより地盤を切削して原位置土と硬化材を混合攪拌する地盤改良工法である。工法
の特性上，地盤の切削距離は対象地盤の強度等の影響を大きく受けるため一定ではなく，特
に土の構成が一様でない腐植土や砂礫土については改良径のバラツキが非常に大きくな
る。このため，事前に試験施工等を行い全長コアボーリング等により改良径の出来形を確認
することが望ましいが，固化までの養生期間や調査日数が掛かるため施工効率が非常に悪
く，試験施工を行わないことも多い。 

このような背景から，施工中の改良体の出来形を「見える化」できる技術「JWMシステム」 (Jet 

Wave Monitoring System) を開発し，高圧噴射攪拌工法の出来形を施工早期に把握することを

可能とした。 

 

２．技術の内容 

本技術は高圧噴射攪拌工法において、地盤切削状況をリアルタイムで把握し、改良体の出

来形を推定する技術である。施工に先立ち，改良杭の造成範囲の複数位置に集音器を挿入

するための計測管をボーリングにより設置する。計測管の設置位置は，改良杭中心からの離

れを変化させた2～4 パターンとする。計測時には，それぞれの計測管内に挿入した集音器に

より計測管に当たるジェット流を音の大きさとしてモニタリングし，この経時変化を記録する。集

音器は噴射ロッドの引き上げに連動して自動的に巻き上げられる。この計測により得られたデ

ータを分析し，地盤切削状態を評価するものである。 

  

３．技術の効果 

本技術の活用により、全長コアボーリング等により改良径の出来形確認における固化までの

養生期間や調査などが削減でき、工程の短縮や経済性の向上が図れる。 

 

４．技術の適用範囲 

・高圧噴射攪拌が施工可能な地盤 

・玉石、巨礫が介在しない地盤 

・土粒子がある埋土 

・土質性状が一様でなく改良径の設定が困難な地盤（砂礫土、有機質土等） 

・設計径より過大となる可能性がある軟弱地盤（砂質土Ｎ値10以下、粘性土Ｎ値1以下） 

 
 

５．活用実績（2022年9月30日現在） 

国の機関 8件 （九州 2件、九州以外 6 件） 

自治体   9件 （九州 3 件、九州以外 6件） 

民間    6件 （九州 1件、九州以外 5件） 

ホームページ 
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６．写真・図・表 

 

 
図1 システム概要図 

 

  
写真１ 計測状況 

 

 
図2 帳票例 
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技 術 概 要 
 

技術名称 景観配慮型特殊堤『シーウォール』 
担当部署 事務局 

担当者 北濱 小百合 

NETIS登録番号 KK-220008-A 電話番号 078-222-4106 

会社名等 シーウォール推進協議会 MAIL info@seawall.cc 

技術の概要  

 

                       ホームページURL 

                       https://seawall.cc 

 

１．技術開発の背景及び契機 

シーウォールは、景観配慮のニーズを受け阪神淡路大震災を契機に開発され、東日本大

震災からの復興に際し、景観と防災の両立を求める声が高まり「防潮堤用の窓」として全

国に普及しました。 

その後、台風や豪雨などによる河川の越水や内水氾濫対策としても使用したいという要望

に応えるかたちで、安全性を担保しながら、景観性を向上させ且つコストを抑えた新しい

製品として、2021年7月に「景観配慮型特殊堤『シーウォール』」が完成しました。 

 

２．技術の内容 

 シーウォールは、透明度や耐久性に優れたアクリル板を使用した水害対策製品です。 

当該製品の特長は、アクリル板の温度変化による膨張収縮を吸収できる枠構造と、連結部

の特殊コーキングです。これらの特長により、どのような気象条件下でもアクリル板の内

部応力を溜めずに必要な強度を維持することができ、特殊コーキングの引張強度も試験等

で確認しているため、想定外の荷重に対しても粘り強い特殊堤を構築できます。 

 

３．技術の効果 

特殊堤にシーウォールを設置することで“景色はそのまま”で堤防嵩上げが可能です。 

支柱を用いずに連結することで、高い視認性を確保することができるため、観光地や住宅

地など、景観や近隣への配慮が必要な場所でもっとも活躍します。 

また、向こう側が見えることにより、車両の視距確保や河川巡視が容易になる等の効果も

あり、平常時の安全面防犯面でのメリットもあります。 

 

４．技術の適用範囲 

・特殊堤の上部に設置可能です。 

・河川等の堤防新設または嵩上げで設置可能です。 

・車両侵入が難しい狭小区間などは人力により施工可能です。 

 

５．活用実績（2022年9月1日現在） 

 当該技術の実績はまだありません。今年度、自治体（九州以外）で2件施工予定です。 

ベース技術である「防潮堤用の窓」の導入実績は以下のとおりです。 

① 国の機関 1件（九州 1件、九州以外 0件） 

② 自治体 29件（九州 0件、九州以外 29件） 

③ 民間 1件（九州 0件、九州以外 1件） 
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６．写真・図・表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

シーウォールによる嵩上げ コンクリート壁による嵩上げ 

嵩上げアンカータイプ 埋め込みタイプ 

シーウォール枠タイプ 

試験の様子 

特殊コーキング強度確認 

載荷試験 

300kg突起付き鉄球を衝突させたときの状態 

（※想定外の荷重に対する確認実験） 
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技 術 概 要 
 

技術名称 

ポリウレア樹脂を用いたコンクリート構

造物の機能保持・向上技術 

「タフネスコート工法」 

担当部署 事務局 

担当者 井出一直 

NETIS登録番号 QS-210065-A 電話番号 03-3837-5853 

会社名等 タフネスコート技術研究会 MAIL  

タフネスコート工法は、コンクリート構造物の表面に専用のピュアポリウレア樹脂(タフネスコート)を吹付けるこ

とにより、機能保持・向上を必要とされるコンクリート構造物の要求条件に合わせて4 つの機能(効果)、すなわち剥

落防止、貯水性確保、耐久性向上及び耐衝撃性向上を個別あるいは同時に発現可能な技術です。 

 本技術の活用により、維持管理コストの低減並びに長寿命化を図ることができます。 
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タフネスコート技術研究会   https://toughness-coat.com  
【正会員】 

 ・株式会社コンステック ・清水建設株式会社  ・スリーボンドユニコム株式会社 

 ・日本基礎技術株式会社 ・株式会社丸山工務所 ・ライト工業株式会社 

【賛助会員】 

 ・三井化学産資株式会社 

 

※事務局 

 〒113-0034 東京都文京区湯島三丁目39-10 

 三井化学産資株式会社内 

 TEL:03-3837-5853 
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技 術 概 要 
 

技術名称 TOBISLIDE（パネル式ユニット吊り足場工法） 

担当部署 プロモーションチーム 

担当者 林  靖 真 

NETIS登録番号 KK-210061-A  電話番号 06-6311-1268 

会社名等 株式会社 三共 MAIL marketing@sankyo-sss.co.jp 

技術の概要 １．技術開発の背景及び契機 

国内には約７３万もの橋梁が存在し、建設後５０年を経過する老橋が２０３３年には６３％を迎える中

で、社会資本の老朽化対策が急務となっています。 

持続可能な社会の実現に向けて、橋梁の長寿命化を進める上で、その半数以上を占めると言われている橋

長１５m以下の老橋を計画的に維持管理・更新をしていくことが重要になってきます。 

しかしそのために必要となる従来の吊り足場は、大きくて、重くて、養生にも時間と人手がかかり、施工

する職人さんも大変困っている方々が大勢おられました。 

そこで私たちは、中小規模の鋼橋や横断歩道橋の改修メンテナンスに特化した次世代のパネル式システム

ユニット吊り足場の「TOBISILIDE（トビスライド）」を開発いたしました。 

 

２．技術の内容 

・幅木機能を有するすきまレールを用いて作業床と防護柵（朝顔）を一体型のユニットにした。 

・作業性と採光性と防音性、耐風性を有する専用の防護柵（朝顔）を採用した。 

・台風養生作業時の防護柵（朝顔）脱着を容易にする専用クランプを採用した。 

・段差なく作業床を固定する専用のパネル押さえ板を採用した。 

・段差なく作業床を施工できるようにし、作業床設置後のシート養生の手間を削減した。 

 

３．技術の効果 
・幅木機能を有するすきまレールの活用により、防護柵（朝顔）の取り付けが容易で熟練工でなくても作

業できるので施工性が向上した。 

・吊り足場に幅木機能を有するすきまレールを用いたことにより、防護柵（朝顔）の設置及び固定が容易

になって工程短縮が図れる。 

・作業床と防護柵（朝顔）の間の隙間を養生する幅木の番線止めが不要となり、番線の飛散や回収が不要

で廃棄コストも削減されて周辺環境への影響が低減した。 

・採光性のある透明の防護柵（朝顔）を取り入れることにより、照明設備等が不要となり作業環境の向上

が図れる。 

・防護柵（朝顔）に専用防音材の装着を可能とすることにより、工事中の騒音をより低減することができ

る。 

・防護柵（朝顔）脱着を容易にする専用クランプの活用により、防護柵（朝顔）の部分脱着が可能になっ

て施工性の向上が図れる。 

・専用のパネル押さえ板の採用により、腹オコシが不要で通行性及び運搬性が向上して作業環境の向上が

図れる。 

・専用のパネル押さえ板の採用により、シートの巻き上がりや段差のない養生が可能になった。 

 

４．技術の適用範囲 

・鉄骨クランプを取付けることの出来るフランジまたは吊リピース等のある構造の鋼桁であること。 

・積載荷重が許容積載荷重以内であること。 

・ブラスト作業を伴う重防食塗装工事。 

 

 

５．活用実績（2022年９月１日現在） 
・国の機関２件（四国２件）・民間（九州１件） 
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６．写真・図・表 

 

 

連結レール式PVC製防護柵使用現場写真 養生の手間を軽減。 

防護柵と作業床のすきまからの落下を防ぐ。 脱着を容易にする専用クランプ施工 

段差がなく、快適に移動が可能。 

作業のしやすいチェーンピッチを実現。 
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